
 
平成 22 年 10 月 15 日 

各      位 

会 社 名  株式会社ｽﾊﾟﾝｸﾘｰﾄｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ  

代表者名  代表取締役社長  齊 藤 建 次 
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問合せ先 
役職・氏名 常務取締役企画室長 飯牟礼 聡 
電話 ０３－５６８９－６３１１ 
                         

 

特別損失の発生並びに 

平成 23 年３月期第２四半期累計期間及び通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 22 年 10 月 15 日開催の取締役会において、特別損失を計上することを決議いたしました。また、

これに伴い最近の業績の動向等を踏まえ平成 22 年５月 14 日に公表した平成 23 年３月期第２四半期累計期間及

び通期における業績予想を下記の通り修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1.特別損失の発生及びその内容 

（1） 事務所移転費用等による特別損失 

事務所移転費用等を特別損失として通期予想 25 百万円（第２四半期累計 18 百万円）を見込んでおり

ます。 

 

（2） 有価証券評価損による特別損失 

「平成 23 年３月期 第２四半期の投資有価証券評価損に関するお知らせ」にて本日発表いたしました

が有価証券評価損として第２四半期累計 75 百万円を見込んでおります。 

 

（3） 岩瀬工場閉鎖に伴う特別損失 

生産設備の統合により岩瀬工場を閉鎖し、遊休資産とすることを決定いたしました。 

岩瀬工場は売却用資産になりますが、これに伴い通期予想 203 百万円（第２四半期累計 159 百万円）を

特別損失として見込んでおります。 

 

（4） 希望退職募集における特別損失 

平成 22 年９月９日付発表の「希望退職者募集に関するお知らせ」にて、現在、希望退職者の募集期間

中でありますが、退職にかかわる特別加算金として通期予想120百万円の特別損失を見込んでおります。 

 

 

 

 
 
 



 

2.平成 23 年３月期 業績予想の修正等 

上記 1.及び最近の業績を踏まえ、平成 23 年３月期業績予想を次のとおり修正します。 

(１) 第２四半期（累計）（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ）  

１,７００ ５０ ５５

 

２０ 

円  銭

２．４７

今回修正（Ｂ） １,４８５ ▲３２ ▲２５ ▲２７０ ▲３３．４８

増減額（Ｂ－Ａ） ▲２１５ ▲８２ ▲８０ ▲２９０ － 

増 減 率 ▲１２.６％ － － － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22年 3 月期第２四半期） 

１,９８０ ９１ １３０ ５７ ７．０１

 

修正理由 

売上高・営業利益・経常利益に関しましては、平成 22 年５月 14 日業績予想発表の後も当社を取り巻く環

境は益々厳しく、売上高の大幅減少と、それに伴う営業利益の低下が確実になり、更に PC 鋼線を始めとす

る原材料高騰が重なり前回予想を下回る見込みであります。 

    四半期純利益につきましては事務所移転費用等 18 百万円、有価証券評価損 75 百万円、岩瀬工場の閉鎖に

伴う特別損失 159 百万円があり赤字を余儀なくされる見込であります。 

 

(２) 通期（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1株当たり当期純利益

前回予想（Ａ）  

３,２００ ７０ ８０

 

４０ 

円  銭

４．９３

今回修正（Ｂ） ２,７５０ ▲１０ ▲３０ ▲４６０ ▲５６．８９

増減額（Ｂ－Ａ） ▲４５０ ▲８０ ▲１１０ ▲５００ － 

増 減 率 ▲１４．０％ － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 22年３月期） 

３,１９１ ▲９０ ▲３７ ▲２２６ ▲２７．７８

 

修正理由 

売上高・営業利益・経常利益に関しましては、平成 22 年５月 14 日業績予想発表の後も当社を取り巻く環

境は益々厳しく、売上高の大幅減少と、それに伴う利益の低下が確実になり、更に PC 鋼線を始めとする原

材料高騰が重なり前回予想を下回る見込であります。 

また、当期純利益につきましては経営改善策の実行等に伴い、事務所移転費用等としての特別損失（25 百

万円）、有価証券評価損による損失（75 百万円）、岩瀬工場閉鎖に伴う特別損失（203 百万円）、希望退職募

集における退職にかかわる特別加算金の発生による特別損失（120 百万円）、の合計 423 百万円を特別損失と

して見込んでおります。 

 

以 上 

（注）上記の業績予想につきましては、本紙資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 


